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１  主  催  筑波山ガマまつり実行委員会（事務局：（一社）つくば観光コンベンション協会） 

２ 協  力   つくば市など 

３  会  場  筑波山門前通り周辺（門前通り（139号線）歩行者天国（江戸屋～グランド11時～17時）（江戸屋～赤い大鳥居15時～17時） 

４ 開催日  平成２８年８月１１日（木・祝）１０：００～１７：００（予定）  ※雨天決行 荒天中止 

５  実施内容 

 ●神事（神社前・山頂） ●筑波山名物ガマの油売り口上実演 ●がまレース安全祈願 

 ●筑波山屋台村 ●お笑いライブ ●ご当地キャラ大集合 ●ゼッケン番号抽選会 

 ●GAMARACE～がまレース～ （参加者予定：６００名） 
 赤い大鳥居～青木屋前（各部門で距離は異なる）をカエルの被り物を被り、一気に疾走する参加型イベント 
 全８部門参加者６００名 
  ①おたまじゃくしの部（保育園・幼稚園生 ５０名） 
  ②がまっこの部（小学校低学年 ５０名）     
  ③がま大将の部（小学校中学年 ５０名） 
  ④がまエースの部（小学校高学年 １００名）       
  ⑤がま仙人の部（６０歳以上 ５０名） 
  ⑥ガップルの部（１８歳以上男女 ５０組１００名） 
  ⑦がまクイーンの部（１８歳以上女性 １００名） 
  ⑧がまキングの部（１８歳以上男女無差別 １００名） 

※ゲスト：赤プル・アントキの猪木 

★特別企画：ご当地キャラの部・・・首都圏各地よりご当地キャラが集合し、レースを実施 

６ 広  報   

  A4チラシ：25000部作成  配布場所：つくば市内各小学校・TX沿線各駅・市役所・市内SC等 

  A3チラシ：15000部作成  配布場所：TX沿線各駅・現地会場・市役所・市内SC等 
  B4ポスター：1500枚 配布場所：市内各地 TX沿線各駅・TX車両中吊り 他 
         その他、各媒体への掲載、テレビ局・新聞社・媒体社へのプレスリリースを実施 

２０１６年度実施概要 

今年も咲かせます。最高の笑顔を。 



■筑波山ガマまつりとは？ 
ガマの油で商売が繁盛した関係者がガマの油を生み出したといわれる光誉上人の 
供養と商売繁盛を祈願するおまつりとして永く開催されています。 
 

■筑波山がまレースとは？ 
ガマまつりは、ガマの供養と商売繁盛を願ってはじめられたお祭りで筑波山なら 
ではの催しが盛りだくさん。その中でも「筑波山がまレース（TGR）」約600名の 
お子様から大人、カップル、夫婦、シニアなど幅広い世代の老若男女がカエル 
の被り物を被って、筑波山の門前通り（約350ｍ）を一気に駆けあがる筑波山 
「ならでは」の参加型イベントとなっています。 
 

■筑波山ガマまつりの目的・趣旨 
筑波山ならではの参加型イベント「がまレース」をパワーアップさせ、筑波山の新たな風物詩とし、イメージアップ・
地域活性化による誘客促進を図っていきます。 
 
筑波山ガマまつりは、実行委員会内に筑波山地区の若手が中心となり、アクティブ部会を組織しており、このガマ
まつりのみならず今後の筑波山観光・つくば全体の観光促進につなげるべく活動をしております。 
筑波山の観光素材を最大限に活かし、筑波山、つくばのイメージアップ・観光誘客、将来の筑波山観光の基盤形
成のために筑波山ガマまつりを実施してまいります。 
 
また、本年は昨年、関東・東北豪雨の影響で中止になった経緯から、また記憶に新しい熊本地震の復興支援をす
べく「関東・東北豪雨／熊本地震復興支援イベント」として実施してまいります。 

趣旨 



＝カエルの被り物を被って老若男女１００名が一斉に走る参加型イベント 
＝つくばで「しか」見られない光景！ 
ガマまつりならではのメインイベント。２０１４年は約５００名の保育園児～６０歳以上の老若男女がカエルの被り物を被って、筑波山の門前
通りを駆け抜けた。この風景は筑波山でしか見られない光景。このレースを行うことで各メディアが取材に来て、大きく紹介されていることか
らつくばの認知度アップにも繋がっています。 

 

２０１５年度 
関東・東北豪雨の影響により開催中止 
●GAMARACE～がまレース～ １２：００～ 
赤い大鳥居～青木屋前（各部門で距離は異なる）をカエルの被り物を被り、一気に疾走する参加型イベント 
全８部門参加者５５０名 
  ①おたまじゃくしの部（保育園・幼稚園生 ５０名）※満員 
  ②がまっこの部（小学校低学年 ５０名） ※満員     
  ③がま大将の部（小学校中学年 ５０名） ※満員 
  ④がまエースの部（小学校高学年 １００名） ※満員      
  ⑤がま仙人の部（６０歳以上 １２名） 
  ⑥ガップルの部（１８歳以上男女 ５０組１００名） ※満員 
  ⑦がまクイーンの部（１８歳以上女性 １００名） ※満員 
  ⑧がまキングの部（１８歳以上男女無差別 １００名） ※満員 
  ※ゲストランナー よしもと芸人「フルーツポンチ」 ･･･村上は牛久出身。運動神経悪い芸人として人気。 
  ※ゲストスターター  アントキの猪木   

 

２０１４年実績 
参加者合計５０９名 
  ①おたまじゃくしの部（保育園・幼稚園生 ６２名）  
  ②がまっこの部（小学校低学年 ５９名）     
  ③がま大将の部（小学校中学年 ６１名） 
  ④がまエースの部（小学校高学年 ４８名）     
  ⑤がまナイトの部（中学生 １６名）         
  ⑥がま仙人の部（６０歳以上 １２名） 
  ⑦ガップルの部（１８歳以上男女 ５１組１０２名）    
  ⑧がまクイーンの部（１８歳以上女性 ６３名）  
  ⑨がまキングの部（１８歳以上男女無差別 ８６名） 
  ※ゲストランナー フジテレビ「芸能界特技王決定戦『ＴＥＰＰＥＮ』100ｍ覇者」 加賀屋秀明（アクアプラス） 
  ※ゲストスターター  アントキの猪木 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

がまレースを参加するだけではなく「観る」こともお楽しみいただくため各市町村・企業のPRを兼ねて「ご当地キャラの部」を2014年より新設 

普段、ゆるい？動きが多いご当地キャラが一同に集まりレースをする目玉企画！ 

 

●２０１５年度 

関東・東北豪雨の影響により開催中止 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２０１４年実績 

ご当地キャラの部  

参加キャラクター 

No1  埼玉県川口市「きゅぽらん」 

No2  東京都東大和市「うまべぇ」 

No3  群馬県藤岡市「まゆダーマン」 

No4  東京都台東区「台東くん」 

No5  龍ヶ崎市「まいりゅう」 

No6  土浦市「つちまる」 
 

総合優勝：埼玉県川口市「きゅぽらん」 
ベストスピード賞：八千代町「八菜丸（はなまる）     

ベストフレンドリー賞：東京都東大和市「うまべぇ」 

ベストパフォーマンス賞：東京都台東区「台東くん」 

 

  

 

ご当地キャラの部の様子 

No7  常総市「千姫ちゃま」 
No8  八千代町「八菜丸（はなまる）     

No9  守谷SA「守犬・もりけん」 
No10  水戸市「みとちゃん」 
No11  茨城県交通安全「ストップくん」 
No12  ラヂオつくば「ナギー」 
No13  つくば市「フックン船長」 
No14  つくば市「ツクツク」 
No15  筑波山「ツッピー」 
 



２０１６年から新設される新たな国民の祝日「山の日」。 

日本百名山である茨城県を代表する筑波山で盛大にイベント実施。 

 

ガマまつりを「山の日」と合わせ実施することで、新たに関係各所（茨城県・ＴＸ・関東鉄道等）と連携し、イベントの立案および運
営を実施していくことで効率的な山全体の誘客促進を可能とし、「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」 を目的としてい
る「山の日」らしく・筑波山らしくを目標に実施していく。 

 

＜メリット＞ 

広報に関して、茨城県やＴＸと協力連携できるとともに、初の「山の日」としてメディア等にもＰＲしやすい。 

茨城県：広報支援（首都圏各メディアへのプレスリリース等） 
ＴＸ：車内中吊り広告の掲示・筑波山ラッピング車の運行等 

 

 

真夏に開催ということで暑さ対策が必要となってくる。実行委員会およびアクティブ部会で対策を練り、対応していく。 
 

＜参考＞ 

がまレースが始まってからのガマまつりは、９月に実施。それ以前は８月第１土曜日。 

平成２５年９月２８日 

平成２６年９月２３日 

平成２７年９月１３日 

 

 

＜参考＞ 

「山の日」とは？ 

2016年1月1日から施行され、新たな「国民の祝日」として8月11日が「山の日」と定められた。1996年に設けられた「海の日」以来20年ぶり
の新設となった。「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」ことを目的に祝日として制定された。 

山の日（８月１１日）開催について 



２０１６年度実施概要（目玉事業）案 

がまレース企画～ご当地キャラバトル～ 

がまレース企画～赤プル「がまクイーン」への挑戦 ～ 

がまレース企画～アントキの猪木「みんなで１・２・３・ダァ～！！」～ 



 

 

 
 

 
＜つくば市の隣市常総市で発生した大災害。今、わたしたちができることを！＞ 
平成２７年９月１０日、台風18号及び台風から変わった低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響で、記録的な大雨となり、鬼怒川
決壊により、人的な被害や半壊・全壊など甚大な被害を常総市を中心に受けました。 

まだ通常の生活を取り戻せていない方もいる中で、少しでもチカラになろうと第６７回筑波山ガマまつりは中止となった経緯も鑑み、災害発生か
ら約１年が経とうとするタイミングで、復興支援イベントとしてこのガマまつりを実施いたします。 

 

・会場での義援金ＢＯＸの設置 

・がまレース参加者参加料からの義援金 

・ご協賛企業様からの協賛金の５％（協議中）を義援金 

 

ご協力いただいた義援金については、常総市に被災者支援に充てる目的で寄付を行います。 

 

 

＜記憶に新しい熊本地震。今もまだ元の生活を取り戻せない人がいる中、心をひとつに！！＞ 
4月14日、16日に発生した「熊本地震」では、熊本・大分県内に甚大な被害を及ぼし、今まさにその復旧・復興に向けた取り組みが進められてい
ます。多くの被害を出し、現在も避難所で不便な生活をしている被災者がいる現状、また観光客の減少や宿泊客のキャンセルが相次ぐなど、観
光・レジャー面で大変大きな影響も出ています。 

東日本大震災の際、日本各地から暖かい支援・応援の言葉をいただいたことから、恩返しをするべく、このつくばから元気を 

熊本・大分に発信できないかという思いから復興支援事業を行います。 

 

・会場での義援金ＢＯＸの設置 

・がまレース参加者参加料からの義援金 

・ご協賛企業様からの協賛金の５％（協議中）を義援金 

 


